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あらまし 本特別講演では，講演者が過去 12年にわたって取り組んできた，大規模なディジタルニュース映像アーカ

イブの構造化と閲覧および応用と再利用に関する研究を紹介する．
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Abstract In this special talk, I will introduce my work in the last twelve years and more, on the structuring and

browsing of large-scale digital news video archives and their applications and recompilation.
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1. ま え が き

1. 1 研究の背景

近年，記憶媒体の高密度化などに伴い，大量の映像を蓄積で

きるようになった．講演者はこれまで放送映像，特に資料的価

値が高いニュース映像に注目して，その解析，索引付け，検索，

再利用に関する研究に取り組んできた．本講演では，それらを

整理したうえで，各々について簡単に紹介する．

計算機によるニュース映像の解析が本格的に研究対象になっ

たのは，1994 年に米国 Carnegie Mellon 大学で始まった In-

formediaプロジェクト [1] の News-on-Demand [2] が発端であ

る．News-on-Demandは，ニュース映像を大量に蓄積し，内容

の解析に基づく索引付けや構造化により，オンライン検索がで

きるアーカイブの実現を目指す先進的な試みだった．

その後，欧米を中心として，公的機関や放送局自身が大規模

なディジタル放送映像アーカイブを構築するようになった．な

かでも，オランダ国営放送視聴覚研究所（Nederlands Instituut

voor Beeld en Geluid）（注1）やフランス国立視聴覚研究所（INA:

（注1）：http://www.beeldengeluid.nl/

Institut National de l’Audiovisuel）（注2）は，その規模だけでな

く，一般への公開形態の点でも，我が国の数歩先を進んでいる．

一方，学界では，2001年から，評価型映像検索ワークショッ

プ TRECVID（注3）（当初は，テキスト検索ワークショップ：

TRECの videoトラック） [3] も，世界各国のニュース映像を

データセットに含んでいるが，あまりニュースコンテンツの解

析という視点ではタスクが設定されていない．

以下，大きくニュース映像の（1）構造化と閲覧および（2）

再利用に分けて紹介する．

1. 2 NII TV-RECS ニュース映像アーカイブ

このような背景のもとに，講演者は，当時在籍していた国立

情報学研究所において，佐藤真一，片山紀生，孟洋の各氏らと

共同で放送映像アーカイブシステムを構築し，2001 年 3 月か

ら本格的に映像の蓄積を始めた．このシステムにより，以下の

2種類の放送映像アーカイブが構築されている．

（ 1） 東京地区の地上波全 7チャネルの放送映像を同時並行

して終日記録し，一定期間保存する「24時間映像アーカイブ」

（注2）：http://www.ina.fr/

（注3）：http://trecvid.nist.gov/
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表 1 NII TV-RECS ニュース映像アーカイブの諸元（2013 年 1 月

31 日現在）
Table 1 Specifications of the NII TV-RECS news video archive

(As of Jan. 31, 2013).

番組 NHK「News 7」

収録期間 4,339 日

収録本数 4,228 本

収録時間 約 2,100 時間

記録容量（文字放送字幕） 99 MB

記録容量（MPEG-1 映像） 1.2 TB

記録容量（MPEG-2 映像） 6.4 TB

図 1 当初の NII TV-RECS 映像アーカイブシステム

Fig. 1 The original NII TV-RECS video archiving system.

（ 2） ニュース，料理，ドキュメンタリなど，特定の番組の

映像を記録し，永続的に保存する「特定番組アーカイブ」

これらは，後にまとめて「NII TV-RECS（NII TV Broadcast

Video Research Corpus）」と命名され，研究素材として利用さ

れている（注4）．

本講演で紹介する研究では主に後者のうち，特定のニュース

番組の映像からなる「ニュース映像アーカイブ」を用いた．表 1

に，2013年 1月 31日現在のアーカイブの諸元を示す．

アナログ放送に対応したシステム（図 1）を構築してから 12

年を経て，現在では記憶装置も大幅に増量したうえで，ディジ

タル放送に対応した構成になったが，当初のシステム構成に関

する詳細については，文献 [4] を参照されたい．

1. 3 用語の定義

ニュースに関連する用語について，以下のように定義する．

まず，新聞記事を対象とした話題の追跡を目指して米国立標準

技術研究所（NIST）が主催したワークショップ TDT（Topic

Detection and Tracking）における定義 [5]は以下の通りである．

• イベント（event）：Some incident that occurred at

some specific time and place along with all necessary pre-

conditions and unavoidable consequences.

（注4）：http://www.vpl.nii.ac.jp/tv-recs/index-ja.html

��へのトピックスレッド
���からのトピックスレッド
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図 2 トピックスレッド構造の例：円状のノードが「ストーリ」を表

し，同色のストーリの集合が「トピッククラスタ」をなす．任意

の 2 ストーリを結ぶ経路が「トピックスレッド」である．
Fig. 2 Example of a topic thread structure.

• ストーリ（story）：A topically cohesive segment of news

that includes two or more declarative independent clauses

about a single event.

• トピック（topic）：A seminal event or activity, along

with all directly related events and activities.

また，講演者ら独自の用語を次のように定義する [6]．

• トピックスレッド：強く関連するストーリを時系列に

次々に連鎖したもの．経路上に複数のトピックを含むことも

ある．

• トピックスレッド構造：同一のストーリを起点とするト

ピックスレッドを束ねた有向グラフ構造．

• トピッククラスタ：トピックスレッド構造中の隣接する

ストーリの意味的まとまり．

なお，本講演で紹介する研究の多くは closed-caption（以下，

CC；わが国では文字放送字幕）と呼ばれる，音声書き下しテキ

ストが用いられている．また，以降で「映像」と表現する際に

は，「動画像」・「音声」・「CC」を合わせたマルチメディア情報

を指すこととする．

2. ニュース映像の構造化と閲覧

一般にニュースコンテンツを扱う際には，いわゆる 5W1Hの

属性を考慮することが重要とされる．ニュースの構造化を考え

る際には，このなかで特に具体的な 4W（When, Where, Who,

What）に注目することが多い．一方，これらの属性を総合し

たトピックの流れに注目することもある．

本講演では，講演者らがこれまで主に注目してきた，上記の

うち「Who」およびトピックの流れに注目した研究について紹

介する．なお，「Where」属性に基づく構造化を含めたさまざ

まな関連研究については，文献 [7] を参照されたい．

2. 1 登場人物に関する構造化と閲覧

当初トラブルが頻発していた映像アーカイブシステムも，

2003年になるとほぼ安定運用できるようになり，その年の夏か

ら秋にかけて関係者で集まり，ニュース映像アーカイブの実利

用方法について検討した．折しも，第 43回衆議院議員総選挙

の時期であり，ニュース映像に頻繁に登場する人物（主に政治

家）について，アーカイブから過去の発言とそれに対する他者

の発言とその感情属性（賛成・反対・中立），登場人物間の人間

関係を抽出して，実際のニュース映像とともに提供することで，

有権者の投票意志決定を支援するという利用方法を考えた．
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図 3 人物情報ポータル「NewsWho’sWho」のプロトタイプインタ

フェース [8]

Fig. 3 A prototype interface of a personal information portal

“NewsWho’sWho” [8].

図 4 登場人物間の関係の強さに基づくニュース映像閲覧インタフェー

ス：「trackThem」[9]：中心の注目人物と関係が強い人物が放射

状に並んでいる．円周上の人物をクリックすると，注目人物と共

起するストーリの一覧が下欄に表示され，閲覧できる．ダブルク

リックすると，中心の人物が入れ替わる．
Fig. 4 A news video browsing interface based on the cooccurrence

of people: “trackThem” [9].

そ れ を う け て 試 作 し た の が ，人 物 情 報 ポ ー タ ル

「NewsWho’sWho」（図 3）である．

このインタフェースは，あくまでもプロトタイプであり，コ

ンテンツは全て人手で作成したものだったが，研究の方向性を

定めるうえで原点になった．実際に，本節で紹介する 3つの研

究課題は，その後このプロトタイプインタフェースのコンテン

ツ作成に必要な技術として取り組んだものである．

本研究の詳細については，文献 [8]を参照されたい．

2. 1. 1 登場人物間の関係に基づく閲覧

このように，映像中の登場人物に注目し始めた頃，折しもソー

シャルネットワークに関する研究が盛んになり始めていた．そ

こで，CC文中の人名の共起頻度を登場人物間の関係の強さと

考え，人間関係をたどりながら人物が共起するニュースを閲覧

できるようなインタフェース「trackThem」を構築した（図 4）．

その後，ニュース映像中には，明示的に語られないものの，

同時に画像中に写っている人物が存在することを想定し，顔の

共起についても考慮することにした．実際，図 5 に示すよう

に，人名の共起とは異なる関係が得られることが分かり，両者

強い関係

弱い関係

菅直人

森喜朗

神崎
武法

扇千景

安倍
晋三
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鈴木
宗男

小泉
純一郎

ジョージ・
ブッシュ

（a） テキストからの抽出 （b） 画像からの抽出

図 5 ニュース映像から得られた，登場人物の共起関係の強さ [8]

Fig. 5 Strength of cooccurrence-based relations of people ex-

tracted from news videos [8].

田中外務大臣
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田中大臣

田中氏 田中康夫氏

田中前知事

田中知事 田中耕一さん

田中さん

田中△△容疑者

田中××容疑者

田中容疑者

提案手法による名寄せ

正解の名寄せ

画像なし

画像なし

画像なし

図 6 顔を用いた登場人物の名寄せ結果（例：「田中」） [10]

Fig. 6 An example of name disambiguation by faces (ex.

“Tanaka”) [10].

を組み合わせる必要があることが分かった．しかし，顔に対す

る正しいラベリングが難しかったため，実際に統合するには至

らなかった．

本研究の詳細については，文献 [9]を参照されたい．

2. 1. 2 顔を用いた登場人物の名寄せ

そこで取り組んだのが，顔を用いた登場人物の名寄せに関す

る研究である．これは，登場人物間の共起を数える際に，同一

人物の呼称が文脈・時期によって変わることと，似た呼称の異

なる人物が存在することに対応するためである．そこで，CC

中の人名に加えて，映像中の顔画像を組み合わせて照合する名

寄せ手法を検討した．得られた名寄せ結果の例を図 6に示す．

このように，特に背景知識がなくても，さまざまな呼称をもつ

似た名前の人物を名寄せすることができるようになった．

本研究の詳細については，文献 [10]を参照されたい．

2. 1. 3 モノローグシーンの検出

さて，新聞や雑誌ではなく，ニュース映像というメディアに

より社会の事象を知ることにどのような利点があるだろうか？

これは，この分野の研究を始めた当初からつきまとってきた疑

問だった．講演者なりに考えた答えは，古くから言われるよう

に，「百聞は意見に如かず」と言えるような情報がニュース映像

に含まれるためである．特に，登場人物に注目した場合，その
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図 7 トピックスレッド構造に基づくニュース映像閲覧インタフェー

ス：「mediaWalker」 [6]

Fig. 7 A news video browsing interface based on the topic thread

structure: “mediaWalker” [6].

人物の肉声による発話が，発話内容そのものだけでなく，体調

や気分など，他メディアでは明示的に記述されることが少ない

五感情報を含むと考えた．

そこで，ニュース映像から，登場人物（番組関係者を除く）

の肉声による発話を検出する手法について検討した．これは，

ニュース映像において，顔が映っていてもアナウンサの声が重

なっていることが多々あるという特殊事情があるためで，画像

と音声の同期を確認する必要がある．

そこで，CC中のキーワードなどを手がかりとして番組関係

者の声を自動的に学習・検出する方法 [11]，口唇特徴と音声特

徴の相関を学習する方法 [12]により登場人物の発話（モノロー

グ）シーンを検出する手法を開発した．

これらの研究の詳細については，各文献を参照されたい．

2. 2 トピックに基づく検索と閲覧

一方，ニュース映像アーカイブの規模が大きくなるにつれ，

CC 中のキーワード検索結果を単純に一覧表示する程度では，

映像内容を網羅的に理解するのが困難なことに気づきだした．

たとえば，「ビン・ラディン」のように，長期にわたって大き

く話題になった人物の名前を含むストーリを検索すると，100

件を越える結果が得られるようになった．画像やテキストと異

なり，映像は一覧性が悪いメディアなので，このように大量の

映像から知りたい情報を得るのは，時間的に困難である．さら

に，ニュースという時系列性を有するコンテンツである以上，

内容の変遷を知りたいことも多いが，これだけ大量の映像間の

関係を網羅的に把握することは，人間の能力を超越している．

そこで，関連ストーリの時間的変遷を追跡することでトピッ

クスレッド構造を明らかにし，その構造を可視化したうえで映

像をトピックの変遷に沿って効率的に閲覧するためのインタ

フェース「mediaWalker」（図 7）を構築した．本節で紹介する

3つの研究課題は，mediaWalkerインタフェースを実現するた

めに取り組んだものである．

2. 2. 1 トピックに関する時系列意味構造「トピックスレッ

ド構造」の抽出

あるトピックに関するニュースの時間的変遷を自動的に分析

図 8 Wikipedia記事と対応付けられたニュース映像閲覧インタフェー

ス：「Videopedia」 [13]

Fig. 8 A news video browsing interface linked to Wikipedia arti-

cles: “Videopedia” [13].

する方法を考案した．単純な方法として，あるトピックに関す

るストーリを時系列に連鎖する方法や，類似するストーリをツ

リー構造に連鎖する方法がある．しかし，トピックが派生・統

合し得ることを考えると，これらはニュースの性質を適切に表

現しているとは言いにくい．

そこで，そのようなトピックの派生・統合の表現を含めて，

ストーリ間の類似性と時系列性を同時に考慮した「トピックス

レッド構造」というグラフ構造を構築する手法を提案した．

mediaWalkerは，基本的にこのトピックスレッド構造上のス

トーリをたどりながらニュース映像を閲覧するインタフェース

である．

本研究の詳細については，文献 [6]を参照されたい．

2. 2. 2 Wikipedia記事との関連付け

このようなインタフェースを構築したものの，これは特定の

放送局の特定のニュース番組を対象にしたものだった．無論，

これに他メディアや他のニュース番組を加えた構造を構築する

こともできるが，内容が重複するため，綺麗な構造が得られな

いことが容易に想像できる．そこで，あくまでも 1日 1回放送

される特定のニュース番組から構造を得たうえで，各ストーリ

から関連情報へリンクを張る方法を採用した．

まず，当時爆発的に普及し始めていた，ユーザ貢献型のオ

ンライン百科事典「Wikipedia」（注5）の記事へ自動でリンクを

張ることにした．その際に，ニュースという性質を考慮して，

ニュース映像の CCと放送日の情報を，Wikipedia記事中の記

述とそれに含まれる日付情報と比較して関連記事を抽出した．

この処理は，逆に考えると，Wikipedia記事にニュース映像を

関連付けることとも考えられるため，mediaWalkerの各ストー

リからリンクを張るとともに，インタフェース「Videopedia」

（図 8）を作成し，テキスト中心のWikipedia記事に映像を自

動的に付与できるようにした．

本研究の詳細については，文献 [13]を参照されたい．

（注5）：http://ja.wikipedia.org/
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ほぼ同一
ほぼ同一 ほぼ同一

図 9 準同一映像の存在により対応付いた，各国で放送された同一ス

トーリの例 [15]

Fig. 9 Example of stories broadcast in different countries associ-

ated according to the cooccurrence of near-duplicate video

clips [15].

図 10 言語横断ニュースストーリ閲覧インタフェース：「mediaTrav-

eller」 [15]

Fig. 10 Cross-lingual news story browsing interface: “mediaTrav-

eller” [15].

2. 2. 3 言語横断ニュースストーリ検索

一方，他のニュース映像アーカイブとの関連付けについて検

討した．特に同一イベントに関する異なる視点での報道を知る

ことは，イベントの内容を総合的に理解するうえで重要なこと

から，海外のニュース映像と関連付けることにした．この際，

言語情報のみで関連付けると，たとえ機械翻訳の性能が良くて

も，異なる視点で報道されている場合には対応しにくいため，

言語情報に加えて画像情報の共起を利用することにした．

具体的には，別途開発していた準同一（near-duplicate）映

像の高速検出手法 [14]を利用し，その共起を強い手がかりとし

て，同時期に放送された海外のニュース映像から類似度が高い

ものを検出した．図 9に示すように，言語情報の共起が少ない

ものの，画像情報の共起が多いストーリが検出された．

また，図 10 に示すように，言語横断ストーリ検索インタ

フェース：「mediaTraveller」を構築した．

本研究の詳細については，文献 [15]を参照されたい．

3. ニュース映像の再利用

講演者はこれまでニュース映像を解析して構造化することで，

検索や閲覧を容易にする方法について検討してきた．しかし，
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図 11 内閣支持率（注 6）の変動と主要なイベント（例：第 1 次安倍内

閣） [16]

Fig. 11 Transition of demoscopic polls and major events (ex.

Prime Minister Abe’s first government) [16].

総映像長が 1,000時間を超えた 2008年頃から，大量にアーカ

イブされたニュース映像が，実世界の事例を反映した大量の映

像素材群に見えてきた．それ以来，放送映像アーカイブの利用

方法として，単に過去の映像を検索するのではなく，積極的に

新たなコンテンツの制作を目的として，「実世界シナリオに基

づく映像再編纂」という方向性で研究を進め始めた．この方向

性の研究はまだ試行錯誤の最中であるが，ここでは，ニュース

映像アーカイブ中の映像を用いた「ストーリテリング（story

telling）」の事例について紹介する．

3. 1 Video story telling：「総理大臣はなぜやめたのか？」

この研究は，講演者がアムステルダム大学で在外研究中に実

施したものである．この在外研究自体は麻生政権末期にわずか

1回のみ募集されたものだが，渡蘭時には，その麻生首相自身

を含め，歴代 4首相が約 1年で辞任したところで，世界から首

をかしげられていた．その頃，電撃的な辞任会見を見る機会が

多かったためか，ニュース映像アーカイブから必要な映像を検

索して，「総理大臣はなぜやめたのか？」を説明するダイジェス

ト映像を半自動的にでも短時間で製作できれば，放送局の編集

者も助かるのではないかと考えた．

そこで，内閣支持率／不支持率（注6）の特徴的な挙動（絶対値，

変化，逆転）からイベント発生時期を検出し，その時期に含ま

れる，CC中で首相の名前が主語として出現する全ストーリか

らイベントを検出するという方法を採った（図 11）．具体的に

は，対象となる全ストーリ中，起点または終点とするトピック

スレッド構造が大きいもの，トピックスレッド構造上，前後の

出現密度が高いものをイベント候補として選び，内容の評価属

性（肯定的／否定的）順に選択した．支持率変化グラフとこれ

らの映像を交互に見せることで，イベント発生時期を示すとと

もに，それを説明する映像を見せることで，当時の状況を想起

させることを狙った．図 12に作成した映像の例を示す．

（注6）：NHK 放送文化研究所：“政治意識月例調査”，放送研究と調査（月報）
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図 12 総理大臣がなぜ辞めたのかを説明する要約映像（例：第 1 次安

倍内閣） [16]

Fig. 12 A summary video that explains why the Prime Minister

resigned (ex. Prime Minister Abe’s first government) [16].

本研究の詳細については，文献 [16]を参照されたい．

4. お わ り に

本講演では，講演者が過去 12年にわたって取り組んできた，

大規模なニュース映像アーカイブの意味構造解析とその応用事

例を紹介した．今後は，ウェブ上のさまざまなコンテンツも連

携して，新たなコンテンツの製作手法の確立に取り組みたいと

考えている．
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